
栗原高志さん

兵庫県芸術文化鶴会理事長

た
い
へ
ん
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
軌

道
に
の
せ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
ご

苦
労
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
元
年
ご
ろ
貝
原
前
知
事
の
頃
か

ら
、
教
育
文
化
都
市
で
あ
る
西
宮
に
、

阪
神
文
化
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
舞
台

芸
術
の
拠
点
、
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
を

作
ろ
う
と
い
う
椛
想
が
始
ま
り
ま
し

た
。
用
地
は
阪
急
電
鉄
と
当
時
の
ニ
チ

イ
か
ら
無
償
で
借
り
る
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
設
計
者
も
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
日

建
設
計
の
寺
本
氏
に
決
定
し
て
い
ま
し

た
。
当
初
の
計
画
は
劇
場
と
ホ
テ
ル
と

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
合
築
す
る
巨

大
な
複
合
施
設
で
、
平
成
７
年
１
月
に

は
予
算
の
知
事
査
定
を
あ
お
ぐ
段
階
ま

で
来
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
直

後
に
、
大
震
災
が
あ
り
県
は
も
と
よ
り
、

阪
急
、
ニ
チ
イ
と
も
大
打
撃
を
う
け
、

バ
ブ
ル
崩
壊
も
伴
っ
て
状
況
は
一
変

し
、
計
画
は
無
期
延
期
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
県
民
生
活
も
落
着
き
を
取

戻
し
、
い
ま
一
度
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

構
想
を
進
め
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
舞
台
転
換
な
ど
の
大

掛
か
り
な
設
備
や
、
既
存
の
ホ
ー
ル
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
ま
か
な
え
る
も
の

は
、
極
力
省
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

当
初
計
画
を
大
幅
に
見
直
し
、
予
算
も

思
い
切
っ
て
削
減
し
、
設
計
も
や
り
直

し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
た
び
、
よ
う
や
く
入
札

の
結
果
、
大
成
建
設
を
中
心
と
す
る
７

社
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
決
ま

り
、
平
成
以
年
秋
に
着
工
の
運
び
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
新
し
い
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
が
も

つ
役
割
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

震
災
か
ら
ｎ
年
目
の
平
成
ｒ
年
秋
に

こ
の
画
期
的
な
事
業
が
完
成
す
る
こ
と

に
は
、
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
私

舞
台
芸
術
の
拠
点

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
、
ｌ
（
仮
称
）

い
よ
い
よ
平
成
Ⅳ
年
秋
オ
ー
プ
ン

こ
の
ほ
ど
建
設
着
工
と
な
っ
た
、
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
理
事
長
で
あ
り
、
“
芸
術
県
ひ
ょ
う
ご
づ
く
り
”
に
情
熱
を
傾
け
る
栗
原

舞
台
芸
術
の
拠
点

、
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〕
①自然採光を確保した開放的な空間栂成でパブリック
シアターにふさわしい端正な建築デザイン

②インフォメーション機能を備えた２階の共通ロビー

③大ホール（2000席）音楽ホールとして最高の水準を
めざすとともにオペラ．バレエにも対応（コンサー

トイメージ）

④大ホールでのオペラ上演イメージ

⑤大ホール．ホワイエ

⑥中ホール（800席）演劇を中心にミュージカル伝統
芸能などにも対応

⑦小ホール（400席）客席と舞台のー体感が魅力。室

内楽に適したアリーナ形式のホール

ｑ､

い

ー

竜

～

「

、

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ひょうごインビテーショナル

フランス国立
ﾘﾖﾝ・コンセルバトワール

室内管弦楽団

霧識
2003年２月25日（火）
１８時30分開演(18時00分開場）

神戸新聞松方ホール全席自由席
（JR神戸駅より南へ徒歩10分）

Program

ラヴェル／組曲「クープランの墓」

イベール／フルート協奏曲
（独奏：フィリップ・ベルノルド）

ドピｭｯｼｰ／神聖な舞曲と世俗的な舞曲
（独奏：松村衣里）

ﾓー ﾂｧﾙﾄ/層交響曲第４１番くジュピター〉
ハ長調Ｋ551

■出減者

指抑：ペーター・チャバ

管弦楽：リヨン・コンセルバトワール

室内管弦楽団

画入場料

大人

大学生以下謡::(前売､当日とも）
■お問い合わせ

芸術文化センターチケットオフィス

TELo78-333-3399(10800～17:00土日祝休）

神戸新聞松方ホールTELO78-362-7191

表演芸術ワークショップ阪神文化ネットワーク事業

日本の雅楽とｲﾝド音楽日芸会館と阪神文ｲヒ

宰祁

星

墨_』１

判

2003年２月14日(金）
１８時30分開演(18時00分開場）

西宮プレラホール全席自由席

(腫急西譜繍綱瀞鏡や5F）
Program
(1)インド音楽のリズム
橡々なクーラ（リズムサイクル）のデモンストレ

ーション、タプラー独奏鑑武

(2)雅楽のリズム
雅楽のリズムのデモンストレーション、天竺楽の
一菰の実泣

(3)インド音楽と雅楽の実験的共演
（１）と(2)で紹介したリズムを用いた合奏を試みる

■出航

クル･ブーシャン･バールガヴァ(ﾀブﾗー ）
藤井千尋(ﾊー ﾙﾓー ﾆｧﾑ）
天理大学雅楽部
佐藤浩司(解説）
中川博志(解説､ﾀﾝプー ﾗー ）

■入場料

(前売り〉一般1,800円
高校生以下1,000円

(当日）各300円増し

■お問い合わせ

芸術文化センターチケットオフィス
TELO78-333-3399

(財)西宮市文化振興財団
TELO798-33-3111

画

さ少
竜

一

心
善竹隆司善竹隆平

2003年２月3日（月）
１４時開演(１３時30分開場）

西宮プレラホール全席自由席

(阪急簡亨嚇綱瀞みや5F）
Program

第１部

トーク「日芸会館・見果てぬ夢_ｌ
（スライド上減含む）

第２部
大蔵流狂言「夷毘沙門」
（西宮神社ゆかりの狂言）

■出演者

パネリスト：上田拓司(能役者）
吉田文雀(文楽人形過い）
清元延柳(邦楽浦元）ほか

ｺー ｨﾈー ﾀー ：河内厚郎

狂言：善竹隆司、善竹隆平ほか

■入場料

前売り2,300円（当日2,600円）

■お問い合わせ

芸術文化センターチケットオフィス
TELO78-333-3399

(財)西宮市文化振興財団
TELO798-33-3111
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一一

～ひろげよう､交流の輪～

ひょうご国際プラザ
●国際‘情報センター

１０数カ国の新聞･雑誌の閲覧､国際交流などに関す

る1万冊以上の図書の貸出､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどが無料

で利用でき､世界の様々な情報を入手できます。

●交流ホール/交流ギャラリー
会議やセミナーなど多側的にご利用できます。

今NGO活動支援室
印刷機などを備え､国際交流･協力をll的とした団体

の皆さんが自由に利用できる活動の場です。

【利用時間】

月～金曜日９:００～20:００(土曜日17:００まで）

日曜､祝祭日､年末年始は休館

【住所･連絡先】

〒651-0073神戸市中央区脇浜海岸通1-5-1
国際健康開発センター2階

<県立美術館西隣）

TELg(078)230-3060FAX:(078)230-3080
ホームページアドレスhttpg"www､hyogo-ip､oＬｊｐ
Eメールアドレスhia@net・hyogo-ip､orjp

花咲く島のリゾート＆コンファレンスセンター

淡路夢舞台国際会議場

世界各国の大統領･首相経験者が集う｢ＯＢサミッ

ﾄ｣の開催実績もある当会議場は､都市型コンベンショ

ﾝセンターとは一線を画した中規模の国際会議場。

ハイグレードな会議環境をリーズナブルな価格でご提

供します。

隣接する｢ウェステインホテル淡路｣宿泊料大幅割

引制度もご利用いただけます。

【お問い合わせ．ご予約】

兵庫県立淡路夢舞台国際会議場
〒656-2301津名郡東浦町夢舞台1番地

TEL:(0799)74-1020FAX:(0799)74-1021
ホームページアドレスhttp:"ｗｗｗ・yumebutai・ｏｒｇ

ＥメールアドレスinfO＠yumebutai・org
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声

１画回転琴。

3２

十
川
優
子
さ
ん

愛
ら
し
い
明
る
い
笑
顔

神
戸
の
お
嬢
さ
ん

（
会
社
員
）

琴
画
曽
畳
？
旨
庫
邑
画
幼
号
呂
乍
農
吊
軍
か
弓
野
㈲

し
く
ぉ
着
物
が
お
好
き
で
、
す
て
き
癒
着
蕊
挫
編
蕊
締
綬

物
を
数
多
く
持
っ
て
お
ら
れ
、
上
手
に
着

こ
な
さ
れ
て
い
て
よ
く
お
似
合
い
で
す
。

お
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
か
ら
の

ご
活
躍
を
家
族
共
々
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

優
子
さ
ん
は
私
ど
も
の
大
切
な
お
客
様

で
、
娘
の
友
人
で
も
あ
り
ま
す
。
と
て
も

清
楚
で
お
ち
つ
い
た
お
嬢
さ
ん
で
、
い
つ

お
会
い
し
て
も
明
る
い
笑
顔
で
き
っ
ち
り

と
お
話
さ
れ
、
た
い
へ
ん
好
感
の
も
て
る

方
で
す
。
最
近
の
お
若
い
方
に
は
め
ず
ら

Ｌ

鰻

『ぬ

雀,崇
隼”ｂＧ
一昌

幸｡詮霊蓉

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



神
戸
の
潟
嬢
さ
ん

（
ホ
テ
ル
勤
務
）

三
浦
友
加
枝
さ
ん

写
雪
閏
昌
令
呂
冨
風
趣
ら
冨
忌
呂
邑
［
試
邑
寄
与

お
料
理
大
好
き
の
才
媛

｡官凹』包宰

園一

ら＝ご〆

１

、

＃

『

h

食
店
に
お
勤
め
を
着
れ
た
り
家
業
の
呉
棒
窯
禅
墾
葡
霞

服
屋
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
着
付
け
学

校
へ
通
わ
れ
た
り
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
自
分
探
し

の
た
め
に
カ
ナ
ダ
ヘ
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
一
年
間
行
か
れ
、
去
年
の

秋
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

今
は
ホ
テ
ル
の
調
理
部
で
お
料
理
の
腕
を
ふ
る
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ス

ポ
ー
ッ
ジ
ム
や
英
会
話
に
も
通
わ
れ
、
毎
日
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
さ
れ
て
る
様

子
で
す
。

一

友
加
枝
さ
ん
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
仲
間
で
あ
る
三
浦
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
で

す
。
長
い
間
の
家
族
ぐ
る
み
の
お
つ
き
あ

い
で
、
一
緒
に
食
事
へ
行
っ
た
り
し
て
仲

良
く
し
て
お
り
ま
す
。
お
料
理
が
お
好
き

で
、
調
理
師
学
校
を
卒
業
さ
れ
て
か
ら
飲

■

3３

ノ

畠ｄ~６二一

．、度
一

ワ

＝弓唾員

~

因

三一＝一てこ
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神戸ｸﾗｼｯｸカーｸﾗプ会員の

自慢のクラシックカーが次々と登場します。

車の種類は玉石混合ですが､自分の車に

対する思い入れは金額に関係なくお宝です。

愛人のように？

グラマーーーな
ビックキャット
JAGUARXK-120スピードスター1950年型
文=山口和久

exx2ハミ[3fxxxLと八へ。

サ
イ
ド
カ
ー
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ

た
ス
ワ
ロ
ー
社
が
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
セ
ブ
ン
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ス

ポ
ー
ツ
カ
ー
を
１
９
３
１
年
に

作
り
始
め
た
。
そ
の
後
美
し
い

Ｓ
Ｓ
‐
１
０
０
を
１
９
３
７
年

よ
り
作
り
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
は
、
飛
行
機
等
を
作
っ
て
い

た
が
そ
の
当
時
Ｓ
Ｓ
と
い
う
名

前
で
あ
っ
た
ナ
チ
ス
の
ゲ
シ
ュ

タ
ポ
と
同
じ
名
前
で
あ
る
事
か

ら
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ラ
イ
オ
ン
社

長
は
ジ
ャ
ガ
ー
（
ア
メ
リ
カ
ラ

国
及
び
米
国
の
専
門
店
で
今
で

も
容
易
に
入
手
す
る
事
が
出
来

る
。

イ
オ
ン
）
と
い
う
名
に
変
え
、

彼
の
デ
ザ
イ
ン
で
優
雅
な
型

と
、
低
価
格
で
、
高
性
能
を
武

器
に
発
展
し
た
。
戦
後
、
１
９

４
８
年
よ
り
Ｘ
Ｋ
‐
１
２
０
が

作
ら
れ
る
様
に
な
る
。
当
時
と

し
て
は
、
高
性
能
な
Ｄ
Ｏ
Ｈ
Ｃ

の
エ
ン
ジ
ン
を
製
作
。
初
期
の

数
台
は
ア
ル
ミ
で
作
ら
れ
た

が
、
量
産
に
と
も
な
い
後
に
は

ド
ア
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
、
ト
ラ
ン

ク
の
み
ア
ル
ミ
で
作
ら
れ
た
。

１
９
５
１
年
当
時
米
国
で
約
３

５
０
０
ド
ル
で
発
売
さ
れ
た
。

美
し
く
、
高
性
能
な
、
こ
の
車

は
、
大
半
が
輸
出
さ
れ
爆
発
的

人
気
で
米
国
で
受
け
入
れ
ら
れ

た
。
現
在
、
印
年
以
上
も
た
っ

た
こ
の
車
は
エ
ン
ス
ー
に
も
大 i録Ｉ

、鐸錘篭-,i農示ミミ宗

事
に
さ
れ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

イ
ベ
ン
ト
に
優
雅
な
姿
を
見
る

事
が
で
き
る
。
又
パ
ー
ツ
は
英

''

神 戸の クラ シンクカ

〉
ａ

毒蕊
Ｆ。

。

緊購らしい眺めの高性能なエンジン

3４

■
■
召
凸
砲
．
・
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

今

』－１、

＝

一一

▼
ｗ
》
趣
邸
戸
『

い つ まで ﾓノ

少年の ｄｔｒ
－

フ
一
」

Ｊ
〃
肌
Ⅳ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



『

Ⅱ

rｌＰ
”

Ｆ

』
。

」

』

⑥

一品岳

ＲＯＡＤＳＴＥＲ

ＣＯＵＰＥ

ＣＯＮＶＥＲＴｌＢＬＥ

牛鳶台数

3５

一．ｋ､q１
房 Ｔ
＄、
１１

Ｖ

ｖ
壷
画
一

帰富涼

寮広野ゴノI,フクラブ13番フェアウェイにて

ム
ロ
《
ロ
ム
ロ

イ
ー
〔
。
口
〕

の
。
『
Ｉ
《
ロ

ハ
０
《
０
『
Ｊ

一
Ｊ
２
訂
Ｉ

ＦＲＯＮＴＤＯＢＬＥＷＩＳＨＢＯＮＥ

ＴＯＲＳＩＯＮＢＡＲＳ･

ＡＮＴｌ－ＲＯＬＬＢＡＲ

ＲＥＡＲＬＩＶＥＡＸＬＥＯＮＳＥMI-ELLlPTlC

LEAFSPRING

第
５
回
ボ
ン
テ
ベ
ル
レ
２
０
０
３

２
０
０
３
年
５
月
伯
日
（
土
）
荊
日

（
日
）
に
第
５
回
ポ
ン
テ
ペ
ル
レ
２
０

０
３
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。
土
曜
日
は
正
午
に
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
神
戸
市
内

を
通
り
、
淡
路
島
、
四
国
へ
入
り
琴
平

で
一
泊
。
日
畷
日
は
、
岡
山
、
西
脇
セ

ン
ト
ラ
ル
を
通
り
神
戸
へ
帰
っ
て
く
る

予
定
で
約
１
０
０
台
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ

ー
が
全
国
よ
り
集
ま
り
ま
す
。

SPEClFICATlONSJAGUARXK-120スビードスター1950年型ブレーキＦＲＯＮＷＲＥＡＲＤＲＵＭＳ

195/203165-FＴ2500-4000rpm.ﾄルク

エンジン ＤＯＨＣ６気筒 ホイールベース102.0(inch）

サスペンション

ミッションTRANSMlSSlON4SPEEDMANUAL

馬力 重量160-180ＨＰ,ﾉ5000rpm‘ 2855(LBS）

120＋ＭＰＨ

Ｏ－６０ＭＰＨ-10.0ＳＥＣ．
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3６

Ｗ

Ｆ今

戸

１
‐

芦
的

話題のひろばｈや宍

~

』

甲
卜

； "軒．

ジ増
：

ＩＩｊ

Ｉ 笹
山
幸
俊
さ
ん
を
囲
む

感
謝
の
集
い
暖
た
か
く

＝１■

＝■

蕊熟
静.

ｌｌ－
Ｌ

１ｍ’

三
期
十
二
年
に
わ
た
り
神
戸
市
長
を
務

め
ら
れ
た
笹
山
幸
俊
さ
ん
が
退
任
さ
れ
た

早
く
も
一
年
。

神
戸
大
学
土
木
工
学
部
か
ら
神
戸
市
役

所
に
入
っ
て
半
世
紀
、
戦
災
復
興
と
震
災

復
興
、
い
づ
れ
も
神
戸
が
ゼ
ロ
か
ら
立
ち

上
が
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
常
に
真
難
に
、

薩
摩
男
が
苦
労
を
い
と
わ
ず
、
取
り
組
ん

だ
姿
は
、
わ
れ
わ
れ
神
戸
市
民
の
誇
り
と

い
え
よ
う
。

こ
の
た
び
神
戸
市
の
名
誉
市
民
に
な
ら

れ
た
お
祝
い
も
か
ね
て
、
十
二
月
七
日

（
土
）
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
に
お
い
て

「
笹
山
幸
俊
さ
ん
を
囲
む
感
謝
の
集
い
」
が

開
か
れ
た
。

第
一
部
は
、
ポ
ー
ト
ビ
ア
ホ
ー
ル
で
、

今
井
鎖
雄
さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ァ
と
な
っ

て
午
後
二
時
よ
り
対
談
。
鹿
児
島
時
代
の

中
学
生
が
、
河
童
好
き
だ
っ
た
話
や
、
戦

後
、
新
開
地
で
美
空
ひ
ば
り
の
フ
ァ
ン
だ

っ
た
こ
と
な
ど
微
笑
ま
し
く
、
お
人
柄
が

し
の
ば
れ
た
。
背
の
高
い
笹
山
さ
ん
は
市

役
所
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
で
憧

れ
る
女
性
職
員
も
多
か
っ
た
と
か
。
戦
後

復
興
に
と
り
く
ん
だ
お
か
げ
で
、
震
災
復

興
も
、
被
災
者
支
援
の
立
場
で
陣
頭
指
揮
。

後
藤
田
さ
ん
が
著
書
の
中
で
、
笹
山
さ

ん
の
顔
つ
き
を
見
る
だ
け
で
現
場
を
理
解

で
き
、
言
葉
は
少
な
い
が
街
の
復
興
に
適

切
な
仕
事
ぶ
り
だ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。
神
戸
空
港
を
ふ
ん
ば
っ
た
の
も
、
薩

摩
隼
人
の
笹
山
さ
ん
な
れ
ば
こ
そ
と
思
う
。

第
二
部
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
貝
原
元
知
事
は
、

上
京
し
て
私
は
政
府
交
渉
が
多
く
、
笹
山

さ
ん
は
地
元
で
街
々
を
地
を
は
っ
て
頑
張

っ
た
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
暖
か
い
雰
囲
気
が

流
れ
る
集
い
と
な
っ
た
。

、

Ｌ『

、
Ｌ
Ｐ
凪
Ｆ

”

今井鎮雄さんとの可

対談風景(右上）

女優の由美かおる▲
さんもかけつけて

笹山夫妻と

矢田市長も新野先し

生と共に

矢田市長から笹山岸
夫妻にメッセージ

１
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3７

！
宮園貴江氏黄綬褒章受章記念祝賀会

＃
,｡届

．
＃

届

一 掴

茄繍

凸

話題のひろば

１１
《
一
）

一
一

１
１

リゲ‘
宮
園
貴
江
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え

黄
綬
褒
章
受
賞
記
念
の
集
い

鱗

＆踊

寧遜

■
。

『
安
が 陽

』
；

の

春
呼
び
お
こ
す
小
さ
き
花

可
愛
く
春
を
さ
さ
や
く
よ
う
に

心
清
ら
な
乙
女
の
心

春
想
う
あ
ま
き
恋

８
み

す
み
れ

豊
か
な
汝
を
育
て
る
寿
美
礼

画

１１:；
nm'ﾛ

夢

十
二
月
十
六
日
午
後
六
時
、
シ
ー
サ
イ
ド

ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神
戸
三
階
舞
子
の
間
に
、

宮
圃
貴
江
さ
ん
作
詞
の
「
春
・
す
み
れ
」
が
、

祝
賀
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
華
や
か
な
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
明
る
い
唄
声
が
お
弟
子
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
で
流
れ
、
ご
本
人
登
場
。

薩
摩
お
ご
じ
よ
の
宮
園
さ
ん
は
、
い
つ
も

ぱ
っ
と
ア
イ
デ
ア
が
ひ
ら
め
く
着
付
師
四
十

年
の
ベ
テ
ラ
ン
。

家
紋
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
帯
を
始
め
た
の

は
約
二
十
年
前
、
ま
た
平
成
襲
を
考
案
す
る

な
ど
伝
統
の
着
付
に
新
し
い
技
術
を
生
み
だ

す
ク
リ
エ
ー
タ
ー
だ
。

平
成
五
年
に
神
戸
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
を
日

本
で
初
め
て
作
っ
た
前
神
戸
市
長
・
笹
山
幸

俊
さ
ん
は
、
「
宮
圃
さ
ん
は
同
郷
の
薩
摩
お
ど

じ
ょ
。
神
戸
の
伝
統
文
化
を
育
て
、
新
し
い

技
術
を
生
み
だ
す
ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神
は
、
初

代
神
戸
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
今
回
の
褒
賞
は

ぴ
っ
た
り
で
す
」
と
。

鹿
児
島
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
美
容
の
時
代

と
、
乳
呑
児
を
預
け
て
神
戸
へ
・
日
本
花
嫁

着
付
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
を
受
け
、
後
継
者

を
育
て
よ
う
と
約
三
十
年
前
、
友
人
と
着
付

の
研
究
会
で
あ
る
、
神
戸
ブ
ラ
イ
ダ
ル
学
校

と
協
会
を
設
立
。
約
二
千
人
の
後
継
者
を
送

り
出
し
た
・
・
国
か
ら
は
現
代
匠
の
名
工
と
し

て
卓
越
技
能
賞
を
。
「
桜
島
の
も
く
も
く
と
煙

を
吐
く
、
情
熱
と
心
意
気
で
、
現
役
と
し
て

も
っ
と
も
っ
と
大
爆
発
を
」
と
荻
坂
市
会
議

員
。
風
か
お
る
さ
ん
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
も
唄
う

楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
祝
宴
だ
っ
た
。

Ｌ

-ｉｆに
雷
●

鷺

回

『

’

春
す
み
れ

ｒ
二
嗣
口

》
鐸

夢

画
，
些
冒
１

星〆

①

１

画

、

(左上）笹山幸俊前市長・宮圃先生と共に
(左下）神戸マイスターの面々

(右上）「春・すみれ」を唄うオープニング

(右下）風かおるさんとシャンソンを
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偽詔！

子供たちに伝える愛'情

岡崎晴彦株式会社ﾌｧﾐﾘｱ代表取締役社長

社名がフランス語で「家族」という

意味でもあるように「伝える愛情い

つまでも」という創業の輔神を基本

として、品位ある良暫の子供用品の】として、品位ある良質の子供用品の研究開発や、その

製造を通じて社会に貢献することを経営方針としてい

ます。神戸っ子も、神戸の子供たちに伝える愛情いつ

までも…。

陣Ｐ元町本冒１ELO78321,２４

壷んちか支店１ELO沼3９１２２

f回ｍｉＩｉＱｒ
:賦識フアミリアー1-6508505神‘戸市中央区塙生町１１２１
hipi/ＷＷＷ御niIarcoipお客陰相識＝m2007a345

＜§Ｐ神戸且鋸19堂戸＜参神戸且貝堂
〒6500022神戸市中央区元町通3丁目３．１０皿(07副321-5555

http://www,kobefUgetsudo,CO‘jｐ
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3９

食文化を通じて

酒井敬補株式会社ドﾝｸ代表取締役社長

500号発刊おめでとうございます。

昨年当社は法人設立50周年を迎

｢高品質で安心・安全な商

えま

品のした。

提供」 を理念に、お客様の温かいご声援により成長し

て参りました。

お客様の食卓に「おいしい」を届けたい。食文化を通

じて美味求心を心根とするメーカーを目指します。

唯Ｓ〃ve77zeB“ｒＱ"α肋
私たちは最高の品質を提供します

2002年４月、フランスで開悩されたベーカリーワール

ドカップ「クープ・デユ・モンド・ド・ラ・プーラ
ンジュリ－」にて、日本代表チーム3名は見事幕総合優
勝の座を得、優勝トロフィーを日本に持ち帰りました。
日本代表チームの一人、当社の製パン技術者、菊谷
尚宏はバゲット＆パン・スペシオ部門（フランスパ
ン部門）を担当し、当社の伝承技術、そして菊谷の
感性が発揮されたパンは高い評価を受けました。世
界に日本のパンを通じての食文化が形成されたとい
う事実が認められた、歴史に残る瞬間でした。

６｡"わ"g"たＤＯﾉＶＱ""…

1000号めざして

北出禰一郎賊会社職宝生堂職店代衰噸役

神戸っ子の500号達成をお祝い申し

上げます。ダウン誌として立派な業

績は言うまでもないことですが、小

泉編集長も発足当初は思ってもいられなかった500号

を手にされて、その感慨はいかばかりでしょうね。

この上は１０００号をめざして新たな旅立ちを期待いた

します。

ＬＵ』nＫTY圧母

Ｕ・ＦＸ〕I詞Ａ礎、
ロＩ』｡ｕＺ

めがねは夢ののぞき窓

服部メガニ誌
神戸市中央区三宮町3-1-7
TELO78-331-1123駐車場完備
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２１世紀への創造力

藤田稔識会社ﾌｯﾄﾃｸﾉ代衰取締役社長

フットテクノは、自然と人間の共生

を大切にしながら、ユニークなオン

リーワンをめざす創造力で、足と靴鴬
の研究をするとともに、脳が活性化される「香りの健

康法」を開発して参りました。月刊神戸っ子も日本の

オンリーワンタウン誌に！

慧謹

自然と人間の共生をめざすフツトテクノ

TEL.Ｏ

http:"ｗｗｗ･footte

中央区元町通5.2.8
1-1116FAX･O78-351-1090

cojphttp:"www､kaorino・chikara､com

地域の文化発展を

美しい自然に囲まれた

心のふれあいの場として

１ |陰

井祇韻全館

第26回井植文化賞受賞者の皆さん(井植記念館にて）

財団法人井植記念会

〒655PO873神戸市垂水区青山台１丁目21番1号
TELO78P751-5216FAXO78〆751-7696

4０
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－コ

風格を醜し、洗練を極める、永住の邸。

市井のための雑誌づくりを

リニ１１ＭＭ曲岡目Ｔ８Ｔ

‘し情報館

８２５０
lRTnknlU回n.『､』、

神戸に｢街の財産｣を築こう

ワコー踏咽＝珂御』Ｉ間1,加増

鍵

ワコーレ山本通アヴァンツィオ

設計監理（株)瀬戸本淳建築研究室

施工鹿皇建設(株）

瀬戸本淳建築家

『神戸っ子」は42年にわたる長い間、

神戸の価値を再発見し、文化の価値、

人々の価値を誌上対話の中から求め

てこられました。これからも市井の、てこられました。これからも市井の、あるいは路地裏

の庶民的な価値を再発見しながら、新たなまちづくり

への様々な提案を呼び起こす誌而づくりに励んでいた

だきたいと期待しています。

４］

＝革叩町阿了而、Fー宅
IIttP

蕊蔚０１２
,堂ワコーI

O-07f
n＆ｗｗＴｗｄｍ

一
一
二
藍
’

一
一
一
雪
一
国
雪 鯵ﾛ禰繍

リーズの全物件情報が、自由に、気軽にご覧いただけま

す。豊富な'情報の中から、ご希望や条件にぴったりの物

霧』一ご堂＝坐１－k宮１，
媒

ＯＰＥＮ

｜斬発蝿

』』配り、』』ぜ出や＝blnWE悪a

鯛0120
ｎ画周１４出血両手p峰軍、弓

'芦屋翠ヶ丘」
ﾑゲﾗﾝドＯＰＥＮ
鹿,｡ｕ毒やＩｒ－２芯

O-088-850
a冨竃#I翻雌銭E皇l【Ⅶ｡b極T吋
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』
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』

ワコーレ芦屋翠ヶ丘

｢ワコーレラ
モテ富ルルーム
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新しい真珠、

新しいﾌｧｯｼｮﾝを神戸から

田崎俊作鰐諦蓄蝋蕊役社長

世界の真珠基地であり、ファッション都市でもある神戸で、

私たちと共に歩んだ月刊神戸っ子が、500号を迎えることは

大変喜ばしいかぎりです。さらなる飛躍を共に…

SｕｐｒｅｍａｃｙｏｆｎｋＳＡＫＩＢＲＩＤＡＬ

田崎真珠ギャラリー

神戸ポートビア店

三宮センター街東店

三宮センター街西店

タサキＳＯＬ店

(078)303-7667

(078)302-1560

(078)334-0281

(078)391-4085

(078)230-3302

〃、
刃へSAKI訓NOU
http:〃ｗｗｗ・ｔａｓａｋｉ・ＣＯ・ｊｐ

お客様サービス窓口函0120-111-446
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4３

地域とともに生きる

大月京一株式会社大月真珠代表取締役

｢月刊神戸っ子」創刊500号記念おめ

でとうございます。地域とともに生

きハイカラな街神戸を代表するダウ

ン誌として今日までのご功績を称えたいと思います。

真珠産業も地域を代表する地場産業として、神戸で育

ってきました。今後も地域の発展に寄与できるよう努

めます。

⑨ＯＮﾉﾘＷＩＥＭＬ
ＴｍＦｍ／〒650.0046神戸市中央区港島中町“－１株式会社大月真珠

PEARL＆JEWELRYSHOP／〒650-0002神戸市中央区北野町１丁目新神戸ｵﾘｴﾝﾀﾙホテル4Ｆ株式会社大月真珠ﾓﾝﾄﾘｰ

TEL(078)303.2111

TEL(078)27型74］
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、
○

時
するようなまちでありたいものです。神戸の道しるべ月

4４

3８８

ホスピタリティに期待 初心にもどって共に

東村衛株式会社神所ﾝｾ汐一方ザ代詞総副社長

襟鯛謂繍鮮_ﾆﾘ,ｉ
とうございます。今年、当社は55周、

年を迎えます。当社の創業記念パー′

ティーも何度かのせていただきました。景気の良い時、

悪い時を、乗り越えて今日まで来られたと思います。

初心にもどって共に頑張って行きたいと思います。

一
鍔

一
言
一
声

神戸の中心である三宮センター街や、

神戸サンセンタープラザは“ホスピ

タリティ',を存分に発揮し、「神戸の

人は親切で優しいからまた神戸に」と思っていただけ

ＨＡＵＲ８ＥＡＣＥ

．；
十，4r強

刊神戸っ子のホスピタリティに期待します。

神戸【三宮】

4４

本店

住吉店

華
や
か
に
愛
ら
し
く
花
嫁
の
晴
れ
姿

]

Tｕ

美容室エリザベス

神戸市中央反三宮町2丁目6-4TEL､078-331-8894

神戸市東灘ぽ倖古本町2丁目10-42TEL,078-851-6388

』

iｻﾝｾﾝﾀーブﾗザ駐車場リ
'センタープラザ･センタープラザ西館及び三宮周辺でのお

iは､大変便利なサンセンタープラザ駐車喝をご利用下さい。

瞳謝金鋤屋5,同
お問い合せ先神戸市中央区三宮町1-9-1

サンセンターブラザ駐車場管理事務所
TEL.(078)332-3084

三JU二gラ塑防ず五三メタ苧ヱラ過ｆ泡ニノワ寺五=ﾗ弼鰯扉糠
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蕊

4５

花と緑の文化を

和久克明財団法人総花博記念事業協会職長

月刊神戸っ子500号記念おめでとう

ございます。花と緑あふれる、淡

路島。春の訪れとともに、全島が

花開きます。2003年３月２１日から花開きます。2003年３月２１日から５月２５日までは、

｢淡路花祭2003」を開催。春から初夏へかけて自然

の魅力がいっぱいの淡路島へ皆様のお越しをお待ち

しております。

鴇
強郵 ･･･イベント･･･……….．…･･….．…･…･‘

オランダチューリップショー
プロムナードガーデン､花木林苑４/12～5/５

スプリングバルブガーデンショー
奇跡の星の植物館３/21～4/１１

シーボルトの庭一果たせなかった夢の庭一
奇跡の星の植物館４/12～5/２５

"オランダの花文化'，紹介パネル展
展望テラス３/21～5/2５

蕊野

〆

再

幽

Ｊ弓殿

U；

魚奇夢鶴

奪謬室
尭墜患毒ざ参；寺

舗峻一
,１ﾙﾘ塵｜
"Ｉ菖喝Ｉ
ＦＬ

写可

Ｎ

ｂ

国際ランドスケープ&ガーデニングショー(ｺﾝべ）
プロムナードガーデン４/12～5/２５

淡路島明石海峡公園春の花祭り200ｓ
淡路島明石海峡公園４/19～5/５

はな舞台2003-いけばなｲﾝｽﾀﾚー ｼｮﾝ|Ｎ淡路夢舞台
淡路夢舞台３/30～4/１３

あわじ花さじき菜の花まつり
あわじ花さじき３/21～5/５他

■開催期間2003年３月21日(金･祝)～５月25日（日）６６日間

■会場淡路夢舞台､淡路島明石海峡公園

サテライト会場:あわじ花さじき､兵庫県立淡路島公園、

兵庫県立淡路景観園芸学校

■網い合わせ（財)淡路花博記念事業協会

TEL､0799-75-2100ｈtＷ/WWW・awaiihanahaku､orojp
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4６

■
新
春
座
談
会

よ
り
広
い
世
界
的
視
野
で

グ
ロ
ー
バ
ル
神
戸
に

■
出
席
者

矢
田
立
郎

竹
市
雅
俊

加
藤
隆
久

寺
本
督

司
会
／
小
泉
美
喜
子
（
本
誌
編
集
長
）

神
戸
市
長

理
化
学
研
究
所

発
生
、
再
生
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長

生
田
神
社
宮
司
・
神
戸
芸
術
文
化
会
議
議
長

株
式
会
社
淡
路
屋
常
務
取
締
役

口
歴
史
が
証
明
す
る
。
神
戸
は
延
る
ま
ち

小
泉
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
０
２
年

を
振
り
返
り
、
２
０
０
３
年
の
新
た
な
思
い
と
決
意
を
お
話
し

下
さ
い
。

矢
田
昨
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
感
の
あ
る
一
年

で
し
た
。
こ
の
一
年
、
私
が
常
に
も
っ
と
も
大
切
に
考
え
て
き

た
の
は
、
ひ
と
り
一
人
の
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

神戸市長

込
司

二１

１

一
再

雨〆、
貢
ｇ門

口９１
■も■年｡
■､■●■

矢田立郎
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ミ､財ｗ
～

望L＝蕊
執■齢

''霊＝
Ｋ釦
■回書

（
壬
便

鰻,４

填坐

冊
卿
Ｉ

竜
グ

ん
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
る
と
い

さ
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
や
っ
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

雑
充
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
昨
年
は

旅
種
ま
き
の
段
階
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
広
範
囲
に
わ
た
る
多
く

の
人
に
お
会
い
し
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
、
意
見
を
聞
い
て
き

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
今
年
も
つ
づ
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
日
本
の
国
全
体
の
経
済
の
悪
さ
が
、

財
政
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
く
ら
し
も
そ
う
で
す
。

市
民
生
活
の
基
盤
づ
く
り
は
、
行
政
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
舵
取
り
が
問
わ
れ
る
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

竹
市
僕
は
名
古
屋
で
妬
年
、
京
都
で
鍔
年
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
昨
年
、
神
戸
で
生
活
す
る
こ
と
と
な
る
ま
で
に
、

神
戸
に
は
数
回
し
か
訪
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か

し
以
前
か
ら
、
い
ざ
次
に
住
む
理
想
の
土
地
は
ど
こ
だ
ろ
う
と

ん
考
え
た
と
き
に
、
真
っ
先
に
浮
か
ん
だ
の
が
神
戸
だ
っ
た
の
で

さ
す
。
僕
に
と
っ
て
神
戸
は
、
ず
っ
と
外
国
の
よ
う
な
印
象
が
あ

嘩
り
ま
し
た
。
ま
ち
の
い
ろ
を
想
像
す
る
と
き
、
京
都
は
全
体
的

癖
に
曇
っ
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す
が
、
神
戸
は

と
に
か
く
明
る
い
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
い
ざ
神
戸
で
暮

ら
す
こ
と
が
決
ま
り
、
最
初
の
う
ち
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

京
都
で
は
北
の
方
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
毎
日
鴨
川
く
り

を
通
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
し
っ
と
り
と
し
た
感
じ
が
好
き
だ

っ
た
の
で
す
。
い
ち
ば
ん
長
く
生
活
し
て
き
た
の
が
京
都
で
、

京
都
を
離
れ
る
の
に
は
、
か
な
り
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま

住
吉
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
正
直
言
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
快

適
な
ま
ち
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
（
笑
）
。

加
藤
神
戸
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
ま
ち
な
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
こ
れ
ほ
ど
災
害
の
多
い
ま
ち
も
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。
源
平

ん
の
合
戦
の
時
代
か
ら
、
阪
神
大
水
害
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
昭

窪
獅
御
砕
郵
胡
皿
稚
控
製
塞
醒
唾
鋼
榊
識
飛
械
唯
鉦
確
裡
塗
岬
燕

毒
た
ら
、
次
は
震
災
で
す
。
生
田
神
社
は
全
国
で
も
い
ち
ば
ん
災

害
に
遭
っ
て
い
る
神
社
だ
と
思
い
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
、
つ
い
に
拝
殿
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
だ

4７

個

、

Ｎｉ，

｝

目以

国
動
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”‘

Z割Ⅱ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



口
神
戸
の
文
化
基
盤
と
そ
れ
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り

加
藤
昨
年
の
ｎ
月
に
開
か
れ
た
中
央
教
育
群
議
会
で
は
、
国

や
郷
土
を
愛
す
る
価
値
観
を
育
む
教
育
が
、
い
ま
も
っ
と
も
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
い
ま

の
子
供
た
ち
に
必
要
な
の
は
心
の
教
育
な
の
で
す
。
神
戸
も
そ

う
で
す
。
以
前
に
月
刊
神
戸
っ
子
さ
ん
で
提
言
し
て
い
た
、
文

学
館
の
設
立
も
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
神
戸
出
身
、

あ
る
い
は
神
戸
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
は
、
そ
れ
こ
そ
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
い
ま
す
。
数
々
の
小
説
の
舞
台
に
も
な
っ
て
き
ま

し
た
。
兵
庫
県
立
美
術
館
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
バ
ー

チ
ャ
ル
な
展
示
館
は
で
き
た
よ
う
で
す
が
、
も
っ
と
し
っ
か
り

と
し
た
場
所
が
ほ
し
い
で
す
ね
。
い
ま
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
織
り
な
し
た
、
神
戸
の
文
学
を
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ

せ
て
ま
と
め
る
作
業
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
創
世
紀
の
神
戸

ら
し
さ
を
考
え
る
と
き
、
何
か
し
ら
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
は
ず
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

矢
田
神
戸
に
は
も
と
も
と
、
市
民
に
根
付
い
た
文
化
基
盤
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
神
戸
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー

ト
や
神
戸
ま
つ
り
、
国
際
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
や
シ
ャ
ン
ソ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
市
民
の
問
か
ら
や
ろ
う
と
い
う
声
が
挙

け
の
災
害
に
遭
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
戸
は
何
度
も

復
興
を
遂
げ
て
き
た
の
で
す
。
神
戸
は
唯
る
ま
ち
な
の
で
す
。

そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
が
証
明
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

寺
本
昨
年
は
神
戸
空
港
開
港
に
向
け
て
、
大
き
く
歩
み
を
進

め
た
１
年
で
し
た
。
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
空
港
の

整
備
に
関
し
て
言
う
と
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
や
六
甲
ア
イ
ラ

ン
ド
な
ど
を
つ
く
っ
て
き
た
神
戸
に
は
、
埋
め
立
て
地
を
つ
く

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
も
と
も
と
神
戸
は
、

空
港
を
つ
く
る
技
術
と
経
験
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
以
前
に

韓
国
の
総
領
事
が
「
神
戸
は
大
変
良
い
街
だ
が
『
の
ぞ
み
』
が

通
過
し
て
し
ま
う
し
、
空
港
も
な
い
の
が
残
念
だ
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
新
幹
線
の
問
題
は
す
で
に
解
決
し
て
い
ま
す
。
あ

と
は
い
よ
い
よ
、
空
港
の
完
成
を
待
つ
の
み
で
す
ね
。

口
神
戸
空
港
開
港
に
向
け
て
加
年
、
釦
年
の
ス
パ
ン
で
考
え
る

矢
田
最
近
、
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
福
祉
・
教

育
・
環
境
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
は
重
要

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
地
域
の
活
性
は
、
経
済
の
活

性
に
か
か
っ
て
お
り
、
い
ま
も
っ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
中
心

的
な
課
題
で
す
。
近
年
の
中
国
の
急
速
な
発
展
は
、
ス
ピ
ー
ド

と
決
断
の
速
さ
に
あ
り
ま
す
。
日
本
に
も
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
が

が
り
、
開
催
さ
れ
た
も
の
が
、
す
べ
て
大
成
功
を
納
め
て
い
ま

す
。
新
開
地
の
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
も
、
い
ま
や
大
変
な
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
文
化
の
発
展
に
必
要
な
の
は
、
行
政
が
用
意

し
た
も
の
で
は
な
く
、
市
民
に
根
付
い
た
文
化
基
盤
で
す
。
実

際
に
は
人
々
の
活
曜
が
大
事
な
の
で
す
か
ら
。
そ
の
な
か
か
ら

こ
そ
、
人
が
育
っ
て
い
く
の
で
す
。
例
え
ば
神
戸
の
ま
ち
に
は

多
く
の
人
が
集
い
ま
す
。
旧
居
留
地
も
ま
ち
全
体
が
ひ
と
つ
の

文
化
財
産
な
の
で
す
。
あ
そ
こ
だ
か
ら
こ
そ
、
昨
年
開
催
さ
れ

た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
展
な
ど
も
大
盛
況
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
加
藤
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
に
し
て
も
、
ル
ミ
ナ
リ
エ
に
し
て

も
、
神
戸
以
外
の
ま
ち
で
は
、
決
し
て
成
功
は
し
な
い
と
思
い

ま
す
よ
。
神
戸
に
は
そ
れ
を
支
え
る
基
盤
と
、
ほ
か
の
土
地
に

は
な
い
ま
ち
の
美
し
さ
と
機
能
が
あ
る
の
で
す
。

竹
市
我
々
の
研
究
所
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
昨
年
の
４
月

か
ら
な
の
で
す
。
僕
自
身
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
あ
り
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
本
当
に
忙
し
く
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

年
末
辺
り
か
ら
や
っ
と
落
ち
着
い
て
き
て
、
自
分
も
神
戸
市
民

だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
（
笑
）
。
神
戸
は
と

に
か
く
ま
ち
が
き
れ
い
で
す
ね
。
研
究
所
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
に
あ
る
の
で
す
が
、
誰
も
通
ら
な
い
道
路
の
真
ん
中
で
も
花

壇
が
あ
り
、
い
つ
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま

ち
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
は
、
本
当
に
気
を
つ
か
っ
て
い
る

の
だ
な
と
思
い
、
感
心
し
ま
し
た
。
ま
ち
全
体
で
、
き
れ
い
な

ま
ち
神
戸
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
意
識
が
高
い
の
だ
と
思
い
ま

す
。
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一
一

’

な
け
れ
ば
、
い
つ
か
中
国
に
す
べ
て
を
持
っ
て
い
か
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
最
近
の
私
自
身
の
認
識
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
概
念

が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。
神
戸
空

港
の
問
題
も
、
医
療
産
業
都
市
構
想
と
関
連
し
て
、
神
戸
に
空

港
は
必
要
だ
と
い
う
意
見
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
益
々
、
市
民

と
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
と
実
感
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

寺
本
空
港
の
こ
と
を
考
え
る
と
き
は
、
Ⅲ
年
、
訓
年
の
ス
パ

ン
で
、
ど
れ
だ
け
市
民
に
役
立
つ
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
旅
行
が
好
き
で
、
こ
れ
ま
で
約
帥

力
国
ほ
ど
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
国
際
化
時
代
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ

ス
や
観
光
で
神
戸
を
売
り
込
む
に
は
、
た
と
え
国
内
空
港
で
も
、

《
『

一
（

型βdｈ

１１
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１

可
、
零

4９

や
は
り
、
「
神
戸
」
と
い
う
地
名
を
冠
し
た
空
港
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
実
際

に
ど
う
使
う
か
と
言
う
こ
と
で
す
が
、
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン
な
ど

で
は
３
～
４
つ
の
空
港
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
市
内
の
シ
テ

ィ
ー
エ
ア
ポ
ー
ト
は
、
国
内
や
、
近
距
離
国
際
便
な
ど
の
旅
客

で
、
た
い
そ
う
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
都
心

か
ら
近
く
、
ア
ク
セ
ス
の
便
利
な
神
戸
空
港
は
、
か
な
り
利
便

性
が
高
く
な
る
は
ず
で
す
。
欧
米
で
は
、
定
期
便
と
同
じ
く
ら

い
の
数
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
や
格
安
航
空
便
が
毎
日
で
て
い
ま
す

が
、
神
戸
空
港
が
、
そ
れ
ら
の
母
港
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

様
々
な
路
線
、
様
々
な
利
用
方
法
が
広
が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
新
幹
線
と
東
京
や
博
多
間
の
お
客
さ
ん
を
取
り
合
っ
て

競
争
し
て
も
、
神
戸
に
来
る
お
客
さ
ん
が
増
え
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
は
、
こ
れ
ま
で
神
戸

に
訪
れ
る
の
が
不
便
だ
っ
た
東
北
や
南
九
州
な
ど
の
地
方
に
路

線
を
充
実
さ
せ
て
、
来
神
者
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
、
街
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

矢
田
す
で
に
エ
ア
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
は
は
じ
ま
っ
て
い
ま

す
。
空
港
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
新
興
航
空
会
社

な
ど
も
含
め
た
エ
ア
ラ
イ
ン
と
の
関
係
で
す
。
こ
れ
ま
で
神
戸

か
ら
は
遠
い
土
地
だ
っ
た
と
こ
ろ
と
の
ラ
イ
ン
を
、
少
し
で
も

増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

寺
本
神
戸
市
内
に
は
、
昔
か
ら
飛
行
機
製
造
関
連
の
会
社
が

多
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
地
元
の
企
業
と
ど
う
絡
ん
で
い
く

か
も
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。
製
造
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
作
業
の
現
場
を
、
空
港
敷
地
内
に
つ
く
っ
て
も
ら
う
な

ど
し
て
、
地
元
の
企
業
に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
い

い
の
で
す
が
。

矢
田
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
三
菱
重
工
や
川
崎
重
工
な
ど
の
大

企
業
は
、
す
で
に
専
用
の
工
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

新
し
く
空
港
内
に
移
っ
て
も
ら
う
の
は
、
少
し
難
し
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
、
今
後
さ
ら
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
し
日
本
の
企
業

だ
け
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ

肌

山＝旬、
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回

□
２
０
０
３
年
の
抱
負
と
神
戸
の
未
来
に
託
す
も
の

矢
田
ま
ず
今
年
の
神
戸
に
望
む
こ
と
は
、
ま
ち
自
体
が
生
き

生
き
と
し
、
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
簡
単

に
い
う
と
、
「
人
が
活
き
、
人
が
育
ち
、
人
が
集
う
ま
ち
」
で

す
。
不
況
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
「
し
ん
ど
い
」
と
言
っ
て
い

て
も
何
も
は
じ
ま
り
ま
せ
ん
。
何
事
も
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、

向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
そ
れ
と
、
常
に
ま
ち

を
美
し
く
保
ち
た
い
で
す
ね
。
最
近
ま
ち
の
落
書
き
、
チ
ラ
シ
、

の
ぼ
り
な
ど
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
か
な
り
雑
念
と
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
徹
底
し
た
取
り
く
み

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
が

美
し
く
な
け
れ
ば
、
神
戸
を
訪
れ
た
人
た
ち
の
、
神
戸
の
ま
ち

ス
面
、
製
造
な
ど
、
ど
こ
の
会
社
が
何
を
で
き
る
の
か
、
こ
れ

か
ら
も
っ
と
リ
サ
ー
チ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
あ
と
国
際
線
に
な
る
予
定
は
あ
る
の
か
と
よ
く
問
わ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
は
使
う
人
の
ニ
ー
ズ
で
変
化
し
て
い
け
ば
い
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
本
先
日
、
台
湾
人
の
友
人
が
、
川
人
で
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を

貸
し
切
っ
て
、
名
古
屋
の
病
院
に
検
査
の
た
め
に
来
て
い
た
の

で
す
。
医
療
産
業
都
市
構
想
を
打
ち
出
し
て
い
る
神
戸
の
空
港

こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
利
用
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。

竹
市
国
際
線
の
問
題
は
す
ぐ
に
ど
う
な
る
と
い
う
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ち
ば
ん
近
い
空
港
か
ら
、
す
ぐ
に
海
外
に

行
け
る
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
日
本
の
研

究
シ
ス
テ
ム
は
よ
く
保
守
的
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

組
織
そ
の
も
の
か
ら
、
海
外
の
研
究
所
に
負
け
な
い
も
の
を
つ

く
り
た
い
と
思
い
、
い
ま
の
研
究
所
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
、
う
ち
の
研
究
所
は
若
い
人
が
中
心
で
平
均
年
齢
も
如
歳

前
後
で
す
。
国
際
的
な
研
究
所
で
あ
る
以
上
、
神
戸
の
研
究
所

と
言
う
よ
り
は
、
世
界
の
な
か
の
こ
の
研
究
所
と
言
え
る
場
所

で
あ
り
た
い
の
で
す
。
生
命
科
学
と
い
う
分
野
自
体
が
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
も
の
で
す
か
ら
。
日
本
を
意
識
す
る
よ
り
は
、
よ
り

広
い
視
野
で
世
界
を
意
識
し
て
い
た
い
で
す
ね
。

に
対
す
る
感
銘
が
薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
市
民
み
ん
な
で
美
し

く
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
必
要
な
の
で
す
。
私
個
人
的
に

は
、
最
近
毎
朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
と
き
に
は
、
ゴ
ミ
袋
を
持
っ

て
走
っ
て
い
る
の
で
す
よ
（
笑
）
。
い
つ
も
の
コ
ー
ス
を
一
回

り
す
る
と
、
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

竹
市
昨
年
は
我
々
の
研
究
所
も
完
成
し
、
全
体
の
イ
ン
フ
ラ

が
整
備
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
医
療
産
業
都
市
構
想
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
神
戸
に
科
学
者
が
集
ま
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。
経
済
か
ら
文
化
、
そ
し
て
学
問
へ
と
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

神
戸
に
お
け
る
我
々
の
役
割
は
、
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、

学
問
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
神
戸
大
学
の
先
生
方
も
、
か
な
り
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
我
々
と
し
て
も
、
大
学
と
の
交
流
は
ど
ん

ど
ん
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
研
究
所
と
し
て
は
、
市

民
向
け
の
公
開
交
流
会
も
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
か
っ

た
の
で
す
。
我
々
が
目
指
す
べ
き
な
の
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
場
所

で
は
な
く
、
開
か
れ
た
研
究
所
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。加
藤
神
を
愛
す
る
心
を
養
う
と
き
に
、
ま
ず
大
切
な
の
は
食

物
と
健
康
で
す
。
医
療
産
業
都
市
構
想
と
は
健
康
な
都
市
を
目

指
す
こ
と
で
あ
り
、
健
康
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
切
な
の
は
食

で
す
。
で
す
か
ら
神
戸
の
食
を
総
合
的
に
研
究
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
神
戸
は
食
文
化
が
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で
す
か
ら
。

寺
本
市
民
生
活
を
減
劇
で
例
え
る
な
ら
、
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く

る
の
は
行
政
の
役
割
で
す
。
そ
こ
で
何
を
演
じ
る
か
は
、
市
民

ひ
と
り
一
人
が
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
神
戸
と
、
神
戸
で
の
生
活
を
み
ん
な
が
考
え
て
い

け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

矢
田
２
０
０
３
年
、
食
と
健
康
、
そ
れ
に
福
祉
が
も
っ
と
も

重
要
な
課
題
で
す
ね
。
神
戸
空
港
の
完
成
、
医
療
産
業
都
市
構

想
に
向
け
て
、
い
き
い
き
と
し
た
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
泉
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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、写･Gc′ボー ﾄｱｲﾗﾝドゴﾙﾌ倶楽部 〒650-0045神戸市中央区港島9丁目2番地の５ＴＥＬ（078）303-5337ＦＡＸ（078）303-5381

■営業時間’平日Ⅱ土・日･祝日

ＡＭ６:００オープンＡＭ６:00オープン
慰月踊日のみ(祭日は除く)AM102OOより

AM9800～PM10800ＡＭ８:00～ＰＭ１０:００
蕊月咽日のみAM1uODより

但し月離日が祝日の埋合はAM8氾0より

全･土･祝日前夜
月～木及び日･祝日

PM10:00~深夜2:００弧鯉i1iK鶏:鷲
ｅJR三宮駅より約8分

ｓJR神戸駅より約8分

、西宮戎前インターより約20分

⑧六印アイランドインターより約20分
※血両渋滞時でない時の所要時間

5１

毒
Ｉ

誼&８

トロピカルツリーが囲む南国のリゾート感覚

臨場感あふれる230ヤードのフェアウェイ設計

多彩なアプローチターゲット

７段オートティーアッブシステム

これが

巳１世紀の
ゴルフレンジ

ヘッドスピード表示システム

吉村忠義率いるチーム・ヨシムラによるゴルフレッスン

シャフト交換と用具販売の「ヨシムラ直営Ｔ肩&ＳＨＯＰＬｌ

食事やドリンクが楽しめる「カフェ・プエルトミーオ」

て味

早輔営業

フロント営素

深夜営業

庫一一一

暇:9影
ポートアイランド
ゴルフ倶楽部

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m




